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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，障がい者の農業分野での取り組みを調査し，農業と福祉の連携の可能性と

障がい者が農業分野で活躍するための支援の方策を検討した。その結果、知的障がい者の
農業活動は都市部より地方での関心が高いことがわかった．また、障がい者施設では，農
業生産よりも食品加工で農産物に付加価値をつける形で収益を上げている事例が多かった．
全国の多くの農業高校や大学附属農場では、障がい者との連携が取り組まれており，特に
大学附属農場で積極的に実施されていた． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Present study investigated the activities, works and job training for disable persons in 
agriculture, and made clear the possibility of the cooperation of human welfare and 
agriculture and the assistant method for them to work in agriculture. The cooperation 
between agriculture and human welfare is interested in rural area than in urban area. 
The welfare facilities of food processing and agriculture showed that the most of them 
obtained higher income in food processing than in agriculture, with additional worth 
on agricultural products. A lot of agricultural high schools and, especially university 
farms have tried to collaborate with disability persons, who worked and join there as 
farm training practice and rehabilitations.  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2010 年度 1,000,000 0 1,000,000 

2011 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2012 年度 700,000 210,000 910,000 

総 計 2,500,000 450,000 2,950,000 

 
 
研究分野：社会科学 C 
科研費の分科・細目：社会福祉学 
キーワード：農業，福祉，障害者，就労支援，産業教育，雇用 
 
1. 研究開始当初の背景 
 障がい者が農業に取り組む姿は，古くか
ら見られ，多くの福祉関連施設が農作業を
日常活動の一つとして取り入れている．し
かしこれまで，福祉関連施設が行う農業が
社会的な関心として話題に上ることは少な

かった． 
近年，障がい者の農業現場での活躍が，

各方面で話題になっている．新聞報道に見
る福祉と農業の連関は，当初は園芸セラピ
ー的な分野から始まった．これは障がいの
重い人でも，草花を育て，土いじりをする
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中で，野外で活動する機会を得ることがで
き，また植物が成長する姿を観察すること
で達成感を得ることなど，様々な効果が期
待できるからである． 
しかし最近は，セラピー的な面だけでな

く，彼らが様々な形で農業に取り組む姿が
新聞記事や報道されるようになり，社会的
にも注目されている（図 1）．障がい者が農
作業に取り組むことが注目されることにな
った背景として，① 2007 年に施行された
障害者自立支援法によって，障がい者が経
済活動に積極的に参加しようとし始めたこ
と，② 2008 年に起きたリーマン・ショッ
クによって，障がい者が働く授産的な施設
で行っていた様々な下請け作業が激減し，
新たな仕事を探さなければならなくなった
こと，③農業サイドでは，高齢化による担
い手の減少によって，農地を借り受けしや
すくなっていること，④ 各地で産直市場な
どの活動が盛んになっており，ここでは小
規模ロットでも生産物を販売できるため，
福祉関連施設が農業に参入しやすくなって
いること，などが理由として考えられる． 
その結果，① 障がい者雇用の促進が求め

られているが，特に知的障がい者の就労が
進んでいない．② 多くの福祉事業所や特別
支援学校等では，古くから農業系の授産活
動が盛んであるが，専門家による技術・経
営指導は少なく，その効果測定も十分実施
されていない．③ 日本経済が低迷する中で，
積極的に障がい者が生活する方策を模索す
る必要がある． 
 
2. 研究の目的 
（1）障がい者が農業現場で活動することの社
会的意義とその意味を明らかにする． 
（2）福祉現場での農業への期待と課題を抽出
する． 
（3）教育農場での障がい者の就労支援と雇用
の状況を明らかにし，農業教育の面からの障
がい者支援の可能性を探る． 
（4）農業現場での障がい者の作業能力の経験
的・客観的評価の方法を開発する． 
 
3. 研究の方法 
(1)障がい者が農業活動することの社会的意
義とその意味を明らかにするために，海外の
動向を明らかにするとともに，障がい者の農
業活動を記載した新聞記事の動向を調べた． 
 
（2）障がい者が農業や食品加工に取り組む上
での課題を明らかにするために，全国社会就
労センター協議会のデータベースを基に，
全国の福祉施設にアンケート調査を行った． 
 
（3）大学附属農場と農業高校を対象に，障が
い者の農作業体験などの受け入れや就労体験，

障がい者雇用の状況をアンケート調査した． 
 
（4）障がい者が農作業を行う場合に作業評価
を客観的に行うために，重力加速度計を用い
た行動の計測を行った． 
 
4. 研究の成果 
(1)農業と福祉の連携に関する社会的関心 
 中日新聞と東京新聞の記事数を調査した
ところ，2000 年から 2010 年までの間に障が
い者が農業活動することを取り上げた記事
数が，顕著に増加していた．特に首都圏での
関心より，地方での記事の掲載が多く，農業
が盛んな地域での障がい者の活動が注目さ
れやすいことがわかった．同様の傾向は，朝
日新聞でも認められ，地方版では多くの記事
が検索できたが，全国版に載るものは少なか
った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 1 農福連携を取り上げた新聞記事の数 
  
また，海外での農福連携の取り組みを調べ

るために，デンマーク，ドイツ，タイで情報
収集を行った．デンマークでは，福祉工場で
大型の工作機械を扱う重度から中程度の知
的障がい者の姿を見ることができた．危険性
の伴う仕事であっても，トレーニングし，就
業させることを積極的に推進していた．ドイ
ツでは，有機農業の延長線として，福祉農業
が考えられるようになっていた．また，ドイ
ツの福祉農場では，農業技術者が中心となっ
て障がい者を指導し，営農活動を行い，収益
性を上げる努力をしていた．一方，タイでは，
東南アジアの中では発展が著しい国の一つ
であるが，特別支援学校は全国に 17 校しか
なく，また学校の中での就労訓練的な教育プ
ログラムや卒業後の就労訓練は，今後の課題
であることがわかった． 
農業分野での障がい者就労の可能性とし

ては，業種別に見た法定雇用率の達成企業の
割合からも伺うことができた（図 2）．農業な
どの一次産業では，企業化された事業体その
ものは少ないものの，法定雇用率を達成した
企業の割合は最も高く，この分野は障がい者
を受け入れやすく，また経営していく上でも
効果的に連携がなされていることが推察で
きた． 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 業種別の法定雇用率達成企業の割合 
 
（2）農業や食品加工に取り組む福祉施設 

データベースに農耕と食品加工でそれぞ
れ登録する 658 施設と 570 施設を対象に調査
したところ，農業のみで収益性を上げること
は困難であるが，食品加工では高い収益性を
上げることが可能であることがわかった．収
益性を重視する程度は，施設によって異なっ
ていたが，重視している施設ほど，売り上げ
などの金額は高い傾向があった． 

食品加工や農業に従事する障がい者の数
は，10 人以下の場合が多く，一方下請けや一
般製品の加工作業では 15人から 25人程度の
大人数で仕事にあたっており，一方指導する
職員数も比例して多いことがわかった．農業
や食品加工を行う上での課題として，高品質
高付加価値の製品をつくるために指導員側
が技術を学ぶことを強く望んでいた（図 3）．
ただ，この技術研修は，効果的に実施されて
いるわけではなく，研修の場が必要であるこ
とがわかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 施設職員が生産技術を学ぶ意識 
 
（3）教育農場での農福連携の取り組み 
 全国の 380 の農業高校と 53 の大学附属農
場を対象に，障がい者の農業体験の受け入れ
状況を質問したところ，回答のあった約 40％
の農業高校や大学附属農場で障がい者の農
業体験活動を実施していた（図 4）．この農業
体験の受け入れの形態は様々であるが，障が
い者にとってこれら教育現場の農場は，魅力
あるものとして活用されていることがわか
った． 
しかし，農業体験活動から更に踏込み，特

別支援学校生の就労訓練としてのインター
ンシップに対する取り組みは，農業高校と大
学附属農場で大きく異なった．大学附属農場
では，インターンシップを積極的に受け入れ
る姿勢が見られたが，農業高校での受け入れ
は少ない傾向にあった． 
さらに，この傾向は，障がい者の雇用にお

いても反映され，大学附属農場では複数名を
雇用する事例が，約 3 割の農場で行われてい
たのに対し，農業高校では 1 名程度を雇用す
る学校が数校あるだけだった（図 5）．この差
は，農業高校の農場運営と大学附属農場の運
営において，労働を担う人材の差によること
もあるが，農業高校での障がい者の受け入れ
はセラピー的な視点が強いことも一因とし
てあることが推察された． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 農業高校と大学附属農場での障がい者
の農業体験活動の受け入れ状況 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 農業高校と大学附属農場での障がい者
の雇用状況 
 
 大学附属農場で働く障がい者の業務内容
を質問したところ，様々な仕事を担っている
ことがわかった．農場にある仕事の多くを担
うことが可能であり，仕事ごとに頻度の多少
があるが，各大学附属農場では障がい者の適
正に合わせて業務を依頼していることがわ
かった． 
 また，農学部系学生（岐阜大学）と福祉系
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学部学生（中部学院大学）との間で，障がい
者に対する関心や理解，障がい者の就労支援
に対しての積極さを調べたところ，概ね両学
部学生とも障がい者に対して理解を示した．
しかし，障がい者の就労支援を積極的に行う
か否かに関しては，農学系学生は積極性がや
や低いことがわかった（図 6）．このことは，
障がい者が一般事業所で就労する際の指導
者として非福祉系学部の出身者，特に産業学
部系の出身者が大きく関与する可能性があ
ることから，農学系などの産業学部の学生に
対しても障がい者の就労支援を理解するた
めの教育が必要であることを示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 農学系学生と福祉系学生の障がい者の
就労支援に対する積極性 
 
（4）障がい者の農作業評価の測定と指導 
 製造現場での作業評価として，単位時間当
たりの製造個数が作業評価の目安となるが，
農作業などの現場では必ずしも製造物が明
確になく，効率の評価が行い難い．そこで，
小型の重力加速度計を用いて，作業中の動作
の様子を把握することが可能かを調べたと
ころ，作業ごとに動作の特徴を抽出すること
が可能であった．例えば，鶏舎内での作業で
は，鶏が産んだ卵を集めるのに歩き回り，特
に右腕を動かして作業する様子がわかると
ともに，休憩中には椅子に座り，会話やお茶
を飲むための動作で上半身を動かす以外は
落ち着いていることがわかる（図 7）． 
 幾つかの特別支援学校では，農業科教員や
元実習助手の先生による農作業の指導が行
われていた．実習の中では，鍬や鎌などの農
具の使い方や，植物の播種・定植・整枝・収
穫などの一連の作業を体験できるように工
夫されていた．また障がいの程度に応じて作
業内容を分けており，宮崎県立みやざき中央
特別支援学校の場合には，堆肥や苗の運搬，
除草，潅水などの比較的難易度の低い作業を
重度の生徒に，除草，追肥，土寄せ，間引き，
芽かき，支柱立て，誘引・ネット張り，潅水，
薬剤散布などは軽度の生徒が担っていた．ま
た，各作業工程で必要とされる生徒数や道具
を整理し，農作業の様々な態様に合わせられ

るように工夫されていた． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 7 重力加速度計を用いた農作業ならびに
休憩中の動作の比較（上段：鶏舎内での集卵
作業，下段：休憩中の動作，横軸は 4秒間隔
の時間，縦軸は身体各部を動かした角度） 
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